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的に行った。その結果、中断者は 2 年間で 87 名（8％）にとどまり、先行する世界の出生
コホート研究と同等あるいはそれ以下の数値が得られた。 ②追跡中断に至った 87 名（中断群）と 2 年間追跡を継続できた児 1065 名（追跡群、里帰
り分娩によってうまれた児を除く）を比較したところ、中断の決定因として、母親の 16 年
超の教育歴（OR=7.9）、浜松市外の居住（OR=5.4）、母親の 12 年未満の教育歴（OR=4.5）
が得られた。 
 
【結論】 
HBC Study で採用した追跡中断を防ぐための工夫は、有効であった。出生コホートのキャッ
チメントエリアに配慮がなされていれば、中断率をさらに下げることが可能であったと考
えられる。 
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